
『
法
華
啓
運
紗
』
覚
え
書
き

渡

邊

實

陽

一　

日
蓮
聖
人
と
「
法
華
経
講
義
」

　

日
蓮
聖
人
は
『
法
華
経
』
を
依
経
と
し
て
い
る
。
但
し
そ
れ
と
と
も
に
、
日

蓮
聖

人
は
「
像
法
の
中
に
は
天
台
一
人
、
法
華
経
一
切
経
を
よ
め
り
。
…
像
の

末
に
伝
教
一
人
、
法
華
経
一
切
経
を
仏
説
の
ご
と
く
読
み
給
へ
り
」
と
い
い
、

さ
ら
に
聖
人
御
自
身
に
即
し
て
は
、
「
法
華
経
の
⊥
ハ
難
九
易
を
弁
ふ
れ
ば
一
切

経

よ
ま
ざ
る
に
し
た
が
う
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
法
華
経
』
の
真
意
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
1
切
経
の
趣
旨
が
明
ら
か
と
な
る
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ヨ
　

て

い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
主
旨
か
ら
、
『
法
華
経
」
の
深
意
を
明
ら

か

に
す
る
こ
と
が
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
賭
け
て
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。
し
た

が

っ

て
、
そ
の
『
法
華
経
」
の
深
意
の
解
明
は
「
日
蓮
聖
人
遺
文
」
の
随
所
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
蓮
聖
人
は
若
き
日
よ
り
「
法
華
経
」
の
読
調
・
讃

仰
を
仏
教
信
仰
の
要
と
さ
れ
た
。
初
期
か
ら
「
八
日
講
」
「
法
華
・
講
」
な
ど
を

　
法
華
啓
運
鋤
」
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

行
っ
て
お
り
、
晩
年
、
身
延
山
に
法
華
堂
を
建
築
し
た
際
に
は
、
延
年
の
舞
を

奉

じ
、
一
日
頓
写
経
を
も
っ
て
「
法
華
経
」
讃
仰
を
行
っ
て
い
る
。

　

日
蓮
聖
人
の
身
延
山
晩
年
の
法
華
経
講
義
記
録
と
し
て
『
御
義
口
伝
』
と

「
日
向
記
』
と
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
両
書
は
『
法
華
経
」
の
原
文
に
即
し
て
、

日
蓮
法
華
信
仰
の
要
義
を
知
ろ
う
と
す
る
に
は
肝
に
し
て
要
を
得
た
指
示
が
な

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
お
お
い
に
普
及
し
て
い
る
が
、
日
蓮
聖
人
真
蹟
遺
文
の

文
体
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
存
在
自
体
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
後
年
、
門
下
が
日
蓮
聖
人
の
趣
意
を

汲
ん

で

佛
教
理
解
の
指
針
と
し
て
諸
遺
文
の
心
を
汲
む
か
た
ち
で
成
立
し
た
も

の

で

あ
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。

　

日
蓮
聖
人
御
自
身
に
よ
る
貴
重
な
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
静
岡
県

三

島
市
・
玉
沢
妙
法
華
寺
所
蔵
の
『
注
法
華
経
」
で
あ
る
。
同
書
は
春
日
版
の

r法
華
経
」
に
日
蓮
聖
人
が
関
連
す
る
経
論
釈
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
，

但

し
、
同
書
が
秘
書
と
し
て
秘
匿
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
池
ヒ
本

門
寺
第
十
二
世
・
佛
乗
院
日
握
二
五
五
〇
～
九
八
）
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い

九
五
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る
経
論
釈
を
取
り
出
し
、
そ
の
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
明
示
す
る
こ
と

な
く
編
集
刊
行
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
、
近
代
に
入
っ
て
、
北
尾
日
大
が

『
日
蓮
聖
人
注
法
華
経
』
三
巻
と
し
て
編
集
・
刊
行
し
て
い
る
、

　
永
ら
く
の
精
密
な
検
討
の
努
力
に
よ
っ
て
、
「
法
華
経
」
の
原
文
に
註
記
さ

れ

た

経
論
釈
の
総
て
を
そ
の
ま
ま
に
再
現
す
る
一
書
と
し
て
上
梓
し
た
の
が
、

山
中
喜
八
氏
の
労
作
、
『
日
蓮
聖
人
　
注
法
華
経
」
で
あ
る
。
当
初
、
青
焼
き

の

n
ピ
ー
で
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
そ
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
本
満
寺
の
梅
本
正
雄

師
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
、
そ
う
し
た
経
過
の
上
で
、
法
蔵
館
か
ら
大
小
の
活
字

を
駆
使
し
、
裏
表
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
内
容
を
巧
み
に
再
現
し
た
活
字
印
刷
に

よ
る
『
日
蓮
聖
人
　
注
法
華
経
」
と
し
て
世
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

山
中
氏
に
は
、
そ
の
後
、
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
』
上
・
ド
巻
等
の
著
作
が

　
　
　
　
へ
　
　
　
　

あ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
関
戸
尭
海
『
日
蓮
聖
人
　
注
法
華
経
の
研
究
」
が
上
梓

　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
ぞ

さ
れ
て
い
る
。

　
周
知
の
通
り
、
日
蓮
聖
人
の
「
法
華
経
」
に
拠
っ
て
立
つ
佛
教
教
学
に
つ
い

て

は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
「
法
華
経

講
義
」
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
著
作
は
見
ら
れ
な
い
。
前
記
の
『
御
義
口
伝
」

『
日
向
記
』
が
形
作
ら
れ
て
い
く
背
景
に
は
、
そ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
へ
の
要
請

が

あ
っ
た
も
の
と
推
量
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
．

　

日
蓮
聖
人
が
、
「
法
華
経
講
義
」
と
い
う
形
式
に
拠
ら
ず
、
精
神
文
化
史
・

佛
教
史
観
に
基
づ
く
著
作
や
書
簡
に
よ
る
諸
著
を
通
し
て
信
徒
と
の
交
流
を
深

九
六

め
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
非
常
に
深
い
意
義
が
あ
る
も
の
と
推
考
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
蓮
聖
人
滅
後
の
暫
く
の
時
期
に
於
い
て
は
、
「
御
遺
文
注

釈
」
と
い
う
形
式
が
主
流
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
法
華
経
講
義
」
関
係
は
き
わ

め

て

す

く
な
讐

　
や

が

て
、
中
世
に
な
る
と
天
台
宗
教
団
に
お
い
て
も
、
教
団
組
織
の
変
化
と

い

う
事
情
が
あ
る
も
の
か
と
も
推
考
さ
れ
る
が
、
「
法
華
経
講
義
」
に
つ
い
て

も
変
化
が
現
れ
て
来
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
，
法
華
経
講
u
a
　
’
j

の

主
流

を
為
す
「
天
台
三
大
部
」
の
注
釈
と
い
う
形
式
か
ら
、
「
法
華
経
談
義
」

が

行
わ

れ
、
そ
の
内
容
が
一
書
と
さ
れ
た
り
、
刊
行
さ
れ
た
り
し
て
い
っ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
キ
　

の

の

よ
う
で
あ
る
、
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
追
求
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
後
賢
の
研
究
に
期
待
し
た
い
と
念
願
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
　

日
蓮
聖
人
滅
後
の
「
法
華
経
講
釈
」
に
つ
い
て

　
小
著

『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』
（
昭
和
五
十
一
年
・
平
楽
寺
書
店
）
巻
末

に

「
日
蓮
宗
法
華
経
・
祖
書
講
註
書
目
録
」
を
付
し
て
あ
る
、
以
下
、
そ
れ
に

拠

り
な
が
ら
概
観
を
試
み
た
い
。

　
六

老

僧
に
つ
い
て
み
る
と
、
辮
阿
闇
梨
日
昭
（
一
二
二
一
～
一
三
二
三
）

r経
釈
秘
抄
要
文
」
が
あ
る
．
、
日
蓮
宗
初
期
の
段
階
に
つ
い
て
は
自
筆
を
確
認

で

き
る
も
の
が
少
な
い
よ
う
で
、
同
書
も
そ
の
真
撰
か
否
か
の
確
認
は
困
難
で

あ
る
が
、
と
も
あ
れ
伝
承
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
小
品
な
が
ら
要
を
得
た
内



容
で
あ
る
。

　
孫
弟
子
に

あ
た
る
大
教
日
輪
（
池
ヒ
本
門
寺
第
三
祖
、
一
二
七
二
～
一
三
五

九
）
に
「
法
華
弘
通
秘
聞
書
」
の
名
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
内
容
を

拝
見
し
て
い
な
い
。

　
中
山
の
日
全
（
～
1
　
1
．
1
四
四
）
『
法
華
問
答
正
義
抄
」
二
十
二
巻
は
、
日
蓮

聖

人
の
教
義
内
容
を
巧
み
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
一
巻
に
「
法
華
経
」
の

要

義
に
関
す
る
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
中
山
が
身
延
と
交
流
と

深
く
し
た
宗
門
初
期
の
時
代
の
著
作
で
、
し
は
し
は
書
写
さ
れ
、
か
な
り
重
用

さ
れ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
．
、
写
本
が
立
正
大
学
図
書
館
に
あ
る
が
、
故
浅

井
圓
道
教
授
は
写
誤
が
少
な
く
な
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
よ
う
に
も
灰
聞
す

る
。
こ
の
頃
、
あ
る
い
は
す
こ
し
時
代
が
下
が
っ
た
頃
の
学
匠
と
し
て
、
青
蓮

日
中
等
の
名
が
登
場
す
る
。
ま
た
そ
の
点
に
つ
い
て
、
望
月
歓
厚
著
『
日
蓮
宗

学
説
史
』
、
執
行
海
秀
著
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
原
著

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
わ
ず
か
に
一
如
日
重
の
『
見
聞
愚
案
記
』
を
は

じ
め
、
書
写
本
な
ど
に
引
用
さ
れ
て
い
る
短
文
を
通
じ
て
、
そ
の
様
相
を
推
考

す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。

　
年
代
的
に
見
る
と
、
慶
林
日
隆
（
一
．
一
六
五
～
一
三
、
二
四
）
『
法
華
・
本
門
弘

経
抄
』
百
十
、
二
巻
は
、
そ
れ
ま
で
の
様
相
と
一
変
し
て
、
膨
大
な
著
作
と
言
え

よ
う
。
同
書
は
現
在
も
法
華
宗
本
門
流
の
重
要
書
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
は
そ

の

こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
久
遠
成

日
親
（
一
四
〇
七
～
一
四
八
八
）
「
法
華
大
意
」
一
紙
、
金
剛
日
与

　
　
　
　
　
　
『
法
華
啓
運
紗
』
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

二

四

九
一
～
一
五
五
六
）
『
法
華
和
語
記
」
四
巻
、
『
法
華
経
抄
』
四
巻
の
名

が
見
え
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

　
行
学
日
朝
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
に
は
、
『
補
施
集
」
一
一
二
巻
の
直

筆
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同
「
法
華
講
演
抄
』
三
十
六
巻
は
筆
者
未
見
。
『
法

華
草
案
抄
」
卜
．
，
　
1
巻
は
版
本
と
し
て
流
布
し
た
。
な
お
、
日
朝
の
著
作
と
し
て

『
普
賢
経
記
」
一
巻
、
『
普
賢
経
私
記
」
一
巻
、
『
普
賢
経
私
抄
』
二
巻
、
『
普
賢

経
別
記
」
一
巻
、
『
法
華
十
講
』
十
巻
、
『
方
便
品
記
』
↓
巻
、
『
法
華
大
綱
集
』

二
巻
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
身
延
山
の
歴
世
を
継
承
し
た
日
朝
の
資
、
日
意
（
一
四
四
四
～
一
四
一
九
）

に

は

『
序
品
講
義
』
一
巻
が
伝
え
ら
れ
、
常
寂
日
耀
（
一
四
四
五
、
ま
た
は
一

四

四

二

～
一
五
二
二
）
に
も
『
序
品
私
記
』
一
巻
が
伝
え
ら
れ
る
。

　
常
住
口
忠
（
一
四
l
i
l
八
　
－
－
　
1
　
k
l
　
O
三
）
『
法
華
直
談
抄
』
（
巻
数
不
明
）
、
『
寿

量
品
記
』
（
巻
数
不
明
）
、
『
神
力
品
御
談
」
（
巻
数
不
明
）
、
『
似
玉
抄
」
（
開
　

顯
本
妙
経
直
談
抄
）
二
巻
の
名
が
あ
る
。

　
正
行
日
源
（
世
没
年
不
詳
）
『
講
演
法
華
義
抄
』
二
十
三
巻
は
幻
の
書
で
、

一
如

日
重
『
見
聞
愚
案
記
」
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
一
部
引
用
も
見
ら
れ
る
。

同
記
に
よ
る
と
、
正
行
日
源
は
教
学
者
と
し
て
盛
名
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
円
明
日
澄
（
一
四
四
一
～
1
’
e
1
o
）
『
法
華
啓
運
抄
』
　
（
五
十
五
巻
・
版
本
）

の

名
は
広
く
知
ら
れ
た
よ
う
で
、
不
受
不
施
義
を
主
張
し
た
佛
性
日
奥
（
↓
五

六
五
～
一
　
1
（
l
、
l
O
）
も
同
書
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

　
常
不
軽
日
真
（
一
四
四
四
～
一
五
二
八
）
に
　
［
－
法
華
経
科
文
」
三
巻
、
「
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



法
華
文
化
研
究
（
第
三
十
三
号
）

結
二
巻
分
科
」
（
巻
数
不
明
）
。
宝
聚
日
伝
二
四
八
二
～
一
五
四
八
）
に
『
提

婆
品
私
見
』
一
巻
、
『
序
品
私
記
』
一
巻
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
慶
隆
日
諦
に

『
涌
出
品
講
談
』
三
巻
、
『
自
我
偏
講
談
』
五
巻
が
あ
る
．
．

　
廣
蔵
日
辰
（
一
五
〇
八
～
1
五
七
六
）
は
、
京
都
の
混
乱
の
状
況
下
で
、
大

石
寺
系
の
上
行
院
と
住
本
寺
と
を
合
併
し
て
要
法
寺
と
し
て
再
興
し
た
枢
要
な

僧
と
し
て
知
ら
れ
、
大
蔵
経
抜
粋
を
す
る
な
ど
独
特
の
思
想
に
基
づ
く
軌
跡
を

遺

し
て
い
る
が
、
「
法
華
経
」
に
関
し
て
も
、
『
序
品
方
便
品
抄
』
　
一
巻
、
『
開

　
顯
本
法
華
二
論
義
得
意
抄
』
六
巻
、
『
法
華
訓
蒙
抄
』
三
巻
、
『
法
華
勉
施
抄
」

三
巻
、
『
寿
量
品
集
解
』
二
巻
、
『
寿
量
品
談
義
』
一
巻
、
『
不
軽
品
談
義
』
一

巻
な
ど
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
覧
し
て
み
る
と
、
「
東
に
日
朝
、
西
に
日
隆
一
と
い
わ
れ
る

時
期
に
、
大
型
の
「
法
華
経
講
義
」
が
非
常
に
高
ま
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が

で

き
よ
う
か
ゴ

三
　
円
明
日
澄
『
法
華
啓
運
抄
』
の
版
行
の
背
景

　
大
局
的
に
見
れ
は
、
東
に
於
い
て
は
、
鎌
倉
に
円
明
日
澄
あ
り
。
身
延
山
に

日
朝
あ
り
。
西
に
於
い
て
は
京
都
に
慶
林
日
隆
あ
り
、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

前
二
者
は
い
わ
ゆ
る
天
台
宗
、
関
東
系
の
田
舎
檀
林
に
お
い
て
教
学
を
摂
取
し
、

京
都
の
日
隆
は
比
叡
山
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
か
と
想
定
し
て
み
た
い
。
詳
細

な
検
証
は
後
賢
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て
、
関
東
天
台
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

九
八

既
に

広

田
哲
通
氏
が
身
延
蔵
本
と
関
東
天
台
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
日
隆
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
印
象
批
評
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、

「
チ
ル
チ
ル
常
住
‘
＝
サ
ク
サ
ク
常
住
」
な
ど
の
発
想
は
、
比
叡
山
や
大
原
の
三

千
院
の
切
紙
相
承
に
み
る
楓
の
青
葉
か
ら
紅
葉
に
至
る
変
化
の
相
承
な
ど
と
の

関
連
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
そ

れ

は

さ
て
お
き
、
従
来
、
教
学
の
問
題
は
教
学
の
問
題
と
し
て
教
団
史
的

情
況
に

つ
い

て

は
、
か
な
ら
ず
し
も
ク
ロ
ス
す
る
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
避
け

て

き
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
前
記
の
広
田
哲
通
氏
の
研
究
を
た
ど
る
と
、
そ
こ

に

天
台
宗
教
団
の
置
か
れ
た
状
況
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
て
く
る
気
が
す
る
の

で

あ
る
、
も
し
そ
う
た
と
す
れ
ば
、
日
朝
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
の
4
5
教

は
師
の
一
乗
坊
1
1
出
（
；
．
八
1
～
一
四
五
九
）
の
東
海
道
二
．
島
を
中
心
と
す

る
布
教
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
か
と
考
え
る
。

　

日
澄
二
四
四
l
～
一
五
一
〇
）
に
つ
い
て
も
、
鎌
倉
妙
法
寺
で
「
法
華
経

講

談
」
を
行
っ
た
事
の
意
味
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時

代
の
「
法
華
経
談
義
一
に
つ
い
て
は
、
［
朝
の
『
法
華
草
案
抄
」
十
1
．
巻
が
後

に

版
行
さ
れ
、
同
様
に
日
澄
の
『
法
華
啓
運
抄
」
五
卜
五
巻
が
版
行
さ
れ
た
以

外
は
、
ほ
と
ん
ど
刊
行
の
事
実
が
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
両
書
の
評
価
が
高
く
、

多
く
の
僧
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
）

江
戸

期
に
な
っ
て
、
書
騨
が
版
行
を
計
画
す
る
と
い
う
事
は
、
当
然
、
採
算
性

を
想
定
す
る
こ
と
が
一
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



四
　

『
法
華
啓
運
抄
』
の
執
筆
を
め
ぐ
っ
て

　

『
法
華
啓
運
抄
」
五
十
五
巻
の
す
べ
て
に
本
書
執
筆
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
巻
末
に
講
談
の
年
月
日
が
記
さ
れ
る
場
合
と
、
巻
初
に

メ
モ
の
よ
う
に
年
月
が
記
さ
れ
る
場
合
の
両
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
以
下
、
気
が
つ

い

た

年
次
に
関
す
る
記
録
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
な
お
、
年
号
の

後
に
私
に
西
暦
年
次
を
付
し
k
J
　
o
）

　
①
s
w
之
l
l
　
（
首
題
見
聞
　
下
）
－
（
十
1
i
l
丁
ウ
ラ

　
　
御
本
云
　
文
明
十
五
年
（
葵
卯
）
（
一
四
八
三
）
同
十
六
年
（
甲
v
a
）
　
（
1

　
　

四
八
四
）
両
年
之
間
首
尾
四
十
九
日
於
鎌
倉
妙
法
寺
本
堂
講
談
之
畢
。
其

　
　
後
当
第
二
十
年
、
文
亀
二
年
（
壬
戌
）
六
月
五
日
於
妙
法
寺
清
書
之
、
首

　
　
尾
十
二
日
之
間
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
澄
行
年
⊥
ハ
十
三

　
②
巻
之
十
四
（
方
便
品
　
六
）
七
十
1
i
1
丁
オ
モ
テ

　
　
此
抄

　
延
徳
1
l
u
r
　
（
庚
戌
）
（
一
四
九
〇
）
六
月
類
聚
之
o
其
後
経
十
四

　
　

年
、
文
亀
三
年
（
癸
亥
）
十
1
月
十
四
日
未
剋
、
十
1
月
十
四
日
未
剋
於

　
　
鎌
倉
妙
法
寺
添
削
之
、
清
書
之
畢
。
日
澄
行
年
六
十
三
老
眼
書
之
。

　
③
巻
十
七
（
讐
喩
品
三
）
二
十
八
丁
オ
モ
テ

　
　
乙

未
孟
春
（
一
四
九
九
）
十
1
日
暁
　
心
静
二
無
始
已
来
輪
廻
ノ
苦
ミ
無

　
　
窮
ナ
ル
事
ヲ
思
続
ケ
　
サ
テ
モ
万
徳
荘
厳
ノ
妙
躰
ヲ
我
身
二
持
チ
ナ
ガ
ラ

『
法
華
啓
運
紗
』
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

　
暖
劫
已
来
今
マ
デ
不
顯
之
。
纏
ノ
小
利
ヲ
貧
ル
心
ト
是
ノ
如
此
。
無
尽
ノ

　
苦
ヲ
受
事
ア
サ
マ
シ
キ
事
、
中
々
云
モ
ヲ
ロ
カ
也
ト
思
テ
、
心
ヲ
一
ニ
シ

　
テ
善
悪
不
二
邪
正
一
如
ノ
南
無
妙
法
蓮
華
経
ト
数
返
唱
シ
カ
バ
、
不
覚
ノ

　
涙

両
眼
二
浮
ヒ
ヌ
。
愚
暗
深
重
ノ
心
中
二
是
レ
程
漸
塊
ノ
念
生
ス
ル
モ
、

　
只

聖
教

ヲ
見
ル
恩
徳
ト
思
シ
也
。
今
ハ
或
従
知
識
世
二
絶
タ
リ
。
或
従
経

　
巻
尤
も
肝
心
也
。

　
末
代
ノ
法
華
経
ノ
行
者
ハ
　
後
五
百
二
生
タ
ル
ハ
時
ヲ
待
チ
得
タ
リ
。
伍

　
テ
撰
時
抄
二
　
法
華
経
流
布
ノ
時
キ
ニ
度
有
ル
可
シ
（
ト
）
判
給
フ
。
一

　
度
ノ
時
ハ
ハ
ヤ
過
テ
、
我
等
ハ
終
二
値
ハ
ザ
リ
シ
也
。

　
A
二
度
ノ
時
ハ
我
等
力
生
タ
ル
当
時
　
明
応
七
年
戊
午
也
。
日
澄
力
既
二

　
時
ヲ
待
得
タ
ル
者
也
。

　
等
賜
大
車
ノ
縁
ト
者
　
或
従
知
識
ノ
縁
ハ
日
蓮
大
聖
人
也
。

　
或
従

経
巻
ノ
縁
ト
者
、
朝
夕
信
ズ
ル
所
ノ
唱
信
ズ
ル
所
ノ
南
無
妙
法
蓮
華

　
経
也
。
桜
梅
青
陽
ノ
時
ト
雨
露
ノ
縁
ヲ
待
チ
得
テ
、
華
咲
ケ
ル
ガ
如
也
。

　
朝
夕
行
因
ノ
華
咲
ク
故
二
、
終
二
未
来
ノ
霊
山
二
於
テ
得
果
ノ
フ
ミ
成
シ

　
事
有

可
ラ
ズ
。
防
テ
朝
タ
ノ
唱
信
ス
ル
当
躰
ハ
ヤ
大
白
牛
車
二
乗
シ
ハ
ジ

　

メ
タ
リ
0
遊
於
四
方
直
至
道
場
ハ
終
二
之
有
ル
ベ
シ
也
。
五
品
ハ
教
乗
ト

　
云
フ

釈
、
故
二
今
ハ
教
条
ノ
分
也
。

④
巻
之
二
十
（
警
喩
品
六
）
四
十
ニ
ウ
ラ

　
御
本
云
　
　
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
己
未
三
月
十
四
日
午
刻

　
　
　
　
相
州
鎌
倉
妙
法
寺
記
之
乏

九
九



　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
三
十
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
明
院
日
澄
　
行
年
五
十
九
歳

⑤
巻
之
二
十
三
（
薬
草
喩
品
ヒ
）
文
亀
元
（
一
k
i
　
O
　
1
）
壬
戌
暦
　
三
月
十

　
二
日
始
之

⑥
巻
二
十
六
（
化
城
喩
品
全
）
五
十
八
紙

　

文
亀
二
年
（
一
五
〇
1
1
）
壬
戌
三
月
十
二
日
之
ヲ
始
ム
。
同
二
十
五
酉
剋

　
之

ヲ
草
案
ス
。

　
薬
草
喩
品
八
月
。

　
授
記

品
一
日
o

　
化
城
喩
品
五
月
首
尾
十
四
日
之
間
之
ヲ
註
也
。

　
鎌
倉
妙
法
寺
住
持
　
円
明
院
日
澄
　
六
十
二
歳
　
二
十
六
巻
終
わ
る
。

⑦
巻
之
三
十
七
（
安
楽
行
品
　
下
）
三
十
八
丁
オ
モ
テ

　
此

抄
　
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
壬
子
五
月
比
、
鎌
倉
妙
法
寺
二
於
テ
之

　

ヲ
草
案
ス
。
其
後
、
十
二
年
ヲ
経
テ
、
文
亀
二
．
年
癸
亥
八
月
二
十
五
日
未

　
刻
、
妙
法
寺
二
於
テ
之
ヲ
添
削
シ
、
之
ヲ
清
書
シ
畢
。

（
c
o
）
巻
三
十
九
（
涌
出
品
　
下
）
三
十
六
巻
オ
モ
テ

　
御
本
云
　
此
抄
　
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
五
月
比
　
鎌
倉
妙
法
寺
二
於

　
テ
　
之
ヲ
草
案
ス
。

　
其
ノ
後
、
十
二
年
ヲ
経
テ
　
文
亀
三
年
（
一
五
o
三
）
九
月
四
日
　
辰
刻

　
　
妙
法
寺
二
於
テ
之
ヲ
添
削
清
書
チ
6
6
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
澄
行
年
六
十
三
　
老
眼
ヲ
拭
テ
之
ヲ
書
ス

（

a
）
）
巻
四
十
（
寿
量
品
　
上
）
一
丁
オ
モ
テ
　
　
　
文
亀
三
　
八
　
一

1
（
”
（
）

　

⑪
巻
四
十
二
（
寿
量
品
　
下
）
五
十
丁
オ
モ
テ

　
　
此
抄
　
延
徳
四
年

（
一
四

九
．
D
壬
子
七
月
比
鎌
倉
妙
法
寺
二
於
テ
　
之

　
　

ヲ
草
案
ス

　
　
其
ノ
後
チ
　
十
二
年
ヲ
経
テ
　
文
亀
1
i
k
年
　
（
1
五
o
三
）
癸
亥
八
月
卜
四

　
　

日
巳
刻
　
妙
法
寺
二
於
テ
之
ヲ
清
書
シ
畢
ヌ
　
　
　
　
日
澄
行
年
六
卜
一
．
一

　
⑪
巻
五
十
一
（
普
門
品
　
上
）
一
丁
オ
モ
テ
　
　
文
亀
三
　
七
　
三

　
⑫
巻
五
十
二
（
普
門
品
　
下
）
五
十
九
丁
オ
モ
テ

　
　
此
抄
　
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
壬
子
九
月
草
案
之
。
其
ノ
後
経
十
二
年

　
　
　
文
亀
三
（
一
五
〇
1
1
1
）
癸
亥
七
月
八
日
巳
刻
於
鎌
倉
妙
法
寺
清
書
之
畢
。

　
⑬
巻
五
十
三
（
陀
羅
尼
品
全
）
一
丁
オ
モ
テ
　
　
文
亀
三
　
七
　
十
九

　
⑭
巻
五
卜
五
　
（
普
賢
品
全
）
　
終
わ
り

　
　
此
三

品
　
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
壬
子
九
月
比
　
於
鎌
倉
妙
法
寺
草
案

　
　

之
畢
。
其
ノ
後
、
経
十
二
年
、
文
亀
三
二
五
〇
三
）
癸
亥
七
月
二
十
三

　
　

日
巳
剋
於
妙
法
寺
重
而
清
書
之
。
四
日
半
書
之
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
る
と
、
当
初
の
講
談
の
草
案
は
文
明
十
五
年
（
一
四
八

二
）
か
ら
同
十
六
年
（
一
四
八
四
）
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
、
ほ
ぼ
十
二
年
後
の

文
亀
二
年
（
一
五
o
1
1
）
に
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
し
か
も
、

か

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
清
書
さ
れ
た
こ
と
に
驚
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
実
際
に
人
々
を
前
に
し
て
の
講
談
を
踏
ま
え
つ
つ
、
あ
ら
た
め

て

執
筆
を
進
め
た
も
の
と
想
定
し
た
い
。



五
　

『
法
華
啓
運
抄
』
掲
出
の
和
歌
を
め
ぐ
っ
て

　
平

安
貴
族
が
「
法
華
経
」
を
信
奉
す
る
に
あ
た
っ
て
和
歌
を
重
用
し
、
「
法

華
経
和
歌
」
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
そ

れ
に

対
し
て
、
鎌
倉
佛
教
の
祖
師
達
は
概
し
て
和
歌
を
詠
ま
な
い
傾
向
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
道
元
禅
師
に
つ
い
て
は
「
傘
松
道
詠
」
が

あ
り
、
な
お
真
撰
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
議
論
も
有
る
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
鎌
倉
佛
教
の
傾
向
に
対
す
る
と
、
室
町
期
の
「
法
華
経
講
談
」

に

関
し
て
は
、
天
台
宗
の
尊
舜
の
『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
⑨
』
を
は
じ
め
と
し
て

頻
繁
に

和
歌
が
引
用
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
広
田
哲
通
氏
が
す
で
に
詳
細
な

検
証

を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
見
れ
ば
、
あ
き
ら
か
に
鎌

倉
佛
教
と
室
町
期
の
諸
宗
伝
播
を
背
景
と
す
る
「
法
華
経
講
談
」
と
の
間
に
、

文
化
的
な
断
層
が
認
め
ら
れ
る
と
推
考
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

　

な
お
、
広
田
哲
通
氏
の
「
法
華
経
講
談
」
諸
書
に
み
ら
れ
る
和
歌
所
引
の
研

究
と
比
較
す
る
と
、
天
台
系
「
法
華
経
講
談
．
一
で
引
用
さ
れ
る
和
歌
は
、
勅
撰

和
歌
集
等
の
著
名
な
も
の
を
厳
選
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ

れ

に
対
し
て
、
日
朝
や
日
澄
の
場
合
、
そ
の
引
用
は
厳
選
せ
ず
、
講
談
に

適
切

と
考
え
ら
れ
れ
ば
自
由
に
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
．
、
い
っ
た

い
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
法
華
啓
運
鋤
』
覚
え
書
き
（
渡
邊
〉

　

そ
う
し
た
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
、
と
も
あ
れ
以
下
に
『
法
華
啓
運
抄
』
の
う

ち
、
序
品
第
一
に
限
定
し
て
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
和
歌
を
掲
出
し
て
み
た
い
。

そ
れ
ら
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
後
賢
に
期
待
し
た
い
。

註
（
1
）
　
『
開
目
抄
』
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
以
下
『
定
本
』
と
略
称
）
五
五
八

　
　
頁
、
五
八
九
頁
、

（
2
）
　
『
定
本
』
一
八
九
四
頁
、
一
九
〇
六
頁
．
．

〔
3
）
成
立
に
つ
い
て
の
推
論
は
多
く
の
先
人
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
と
こ
ろ

　

　
で
あ
る
、
な
お
、
『
御
義
口
伝
』
に
つ
い
て
の
所
論
は
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成

　
　
＋
八
年
に
　
（
七
十
年
前
の
研
究
論
文
が
）
執
行
海
秀
著
『
御
義
口
伝
の
研
究
』
（
山

　
　
喜
房
佛
書
林
刊
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
．
、

（
4
）
浅
井
圓
道
稿
「
注
法
華
経
」
　
［
’
日
蓮
宗
事
典
』
二
七
三
頁
。

（
5
）
山
中
喜
八
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
世
界
』
（
雄
山
閣
刊
）
。

（
6
）
関
戸
尭
海
『
日
蓮
聖
人
　
注
法
華
経
の
研
究
』
（
山
喜
房
佛
書
林
刊
）
。

（
7
）
渡
邊
賓
陽
一
．
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
』
四
三
四
頁
～
「
日
蓮
宗
　
法
華
経
・
祖

　
　
書
講
註
書
目
録
」
参
照
。

（
8
）
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
八
二
頁
、
1
1
二
頁
等
参
照
、
．

（
9
）
切
紙
相
承
に
つ
い
て
は
、
硲
慈
弘
『
、
日
本
仏
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
』
等
の
諸

　
　
著
に
紹
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
年
、
大
原
三
千
院
に
お
い
て
そ
の
一
例

　
　
を
展
観
し
て
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
。

（
1
0
）
広
田
哲
通
『
中
世
法
華
経
注
釈
書
の
研
究
」
1
1
1
・
1
二
頁
～
。
『
天
台
檀
所
で
法
華

　
　
経
を
よ
む
≒
．

○



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
三
十
．
、
．
号
）

〈
『
法
華
啓
運
抄
』
序
品
第
一
講
談
所
引
和
歌
一
覧
〉

巻
↓
　
法
華
ノ
心

　

「
ミ
ワ
タ
セ
ハ
ス
ヘ
セ
キ
ワ
カ
ル
タ
カ
セ
川
ヒ
ト
ツ
ニ
ナ
リ
ヌ
五
月
雨
ノ
比
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
、
」
ウ
ラ

　

rア
ハ

レ
モ
心
二
思
程
ハ
カ
リ
　
イ
ハ
レ
ヌ
ヘ
ク
ハ
ト
ヒ
モ
コ
ソ
セ
メ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
行

　
五
十
丁
ウ
ラ

　

「
ア

シ
カ
レ
ト
ヲ
モ
ハ
ヌ
山
ノ
ミ
子
二
タ
ニ
　
ヲ
フ
ト
ル
モ
ノ
ヲ
人
ノ
ナ
ケ

　
　
キ

ハ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
泉
式
部
　
五
十
七
丁
ウ
ラ

　

F埋
（
ム

モ

レ
）
イ
シ
苔
ノ
下
水
ヲ
ト
タ
テ
〃
　
岩
根
ヲ
コ
ユ
ル
五
月
雨
ノ

　
　

比
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
（
十
1
i
l
丁
オ
モ
テ

　

r
ワ
カ
セ
コ
ガ
ク
ベ
キ
ヨ
ヒ
ナ
リ
サ
〃
カ
ニ
ノ
雲
ノ
フ
ル
マ
イ
カ
子
テ
シ
ル

　
　

シ
モ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
通
姫
　
六
十
八
丁
オ
モ
テ

　

Fl
夜
カ
ス
野
h
ノ
里
ノ
草
枕
　
ム
ス
ヒ
ス
テ
ケ
ル
人
ノ
契
ヲ
」
定
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
八
丁
ウ
ラ

巻
二

　

「
雲

ノ
上
ニ
ナ
ル
ヤ
ツ
〃
ミ
ノ
タ
キ
ノ
水
　
ミ
ツ
カ
ラ
法
ノ
コ
ヘ
キ
コ
ユ
ナ

　
　

リ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
S
月
　
1
1
丁
ウ
ラ

　

Y身
ヲ
セ
ム
ル
ウ
ヘ
ノ
心
二
タ
ヘ
カ
子
テ
　
子
ヲ
ヲ
モ
フ
道
ヲ
ハ
ス
レ
パ
テ

　
　

ヌ
ル
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
京
極
　
十
丁
オ
モ
テ

F・

　1

ツ

ナ

キ
モ
ノ
ト
ヲ
モ
ヒ
シ
ヲ
水
底
二
　
山
ノ
ハ
ナ
ラ
テ
イ
ツ
ル
月
カ
ケ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
丁
ウ
ラ

「
‘
イ
ナ
セ
ト
モ
イ
ヒ
ハ
ナ
タ
レ
ス
ウ
キ
モ
ノ
ハ
　
身
ヲ
心
ト
モ
セ
ヌ
世
ナ
リ

ケ
リ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
r
オ
モ
テ

「
ヲ
モ
ウ
コ
ト
イ
ハ
テ
タ
〃
ト
ヤ
ヤ
ミ
ヌ
ヘ
キ
　
我
レ
ニ
ヒ
ト
シ
キ
人
シ
ナ

ケ
レ
ハ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
丁
オ
モ
テ

F思
カ
ナ
サ
キ
チ
ル
色
ヲ
ナ
カ
メ
テ
モ
　
悟
ヒ
ラ
ケ
ン
花
ノ
喜
ヲ
」
定
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
i
l
．
丁
ウ
ラ

r
ツ

ト
メ
テ
ハ
マ
ツ
ソ
ナ
カ
ム
ル
蓮
葉
ヲ
　
終
二
我
身
ノ
ヤ
ト
リ
ト
思
ヘ
ハ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三
丁

ウ
ラ

r
海
モ
ア
サ
シ
山
モ
跡
ト
ナ
シ
我
力
恋
ヲ
　
ナ
ニ
〃
ヨ
ソ
ヘ
テ
君
ニ
イ
ハ
マ

シ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
．
十
四
丁
オ
モ
テ

r
人
シ
レ
ヌ
思
ヲ
ツ
r
ニ
ス
ル
カ
ナ
ル
　
フ
シ
ノ
山
コ
ソ
吾
力
身
也
ケ
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
’
十
四
丁
ウ
ラ

　
（
［
後
撰
恋
部
　
ハ
チ
ス
ノ
ハ
イ
ヲ
ト
リ
テ
ヨ
ミ
人
シ
ラ
ス
」
）

一
、
ハ
チ
ス
ハ
ノ
ハ
ヒ
ニ
ソ
人
パ
オ
モ
フ
ラ
ン
　
世
ニ
ハ
コ
ヒ
地
ノ
中
ニ
オ
ヒ

ツ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
i
l
十
八
丁
オ
モ
テ

　
（
［
ハ
イ
ト
イ
フ
ハ
荷
ノ
根
ヲ
イ
フ
也
。
食
ル
ニ
其
味
ヨ
キ
者
也
」
）

F
露
ツ
〃
ム
池
ノ
蓮
ノ
マ
ク
リ
ハ
ニ
　
衣
ノ
モ
ヲ
思
シ
ル
哉
」
西
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
1
．
十
八
g
ウ
ラ

F流
レ
来
テ
近
付
ク
水
ニ
シ
ル
キ
我
先
開
ク
ヘ
キ
胸
ノ
蓮
葉
」
定
家



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

十
六
丁
ウ
ラ

rナ
ヲ
キ
木
ニ
マ
カ
レ
ル
枝
モ
ア
ル
物
ヲ
　
ケ
ヲ
フ
キ
〃
ス
ヲ
イ
フ
カ
ワ
リ

ナ

サ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
一
丁
オ
モ
テ

「
ト
ニ
カ
ク
ニ
物
ハ
ヲ
モ
ハ
ス
ヒ
タ
〃
ク
ミ
　
ウ
ツ
ス
ミ
ナ
ハ
ノ
タ
〃
I
ス

チ

ニ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
一
丁
オ
モ
テ

　
（
「
縄
墨
可
し
合
　
古
今
序
云
　
及
ト
彼
時
変
澆
璃
人
貴
奢
揺
t
浮
詞
雲

　

（
ノ
如
ク
）
興
艶
流
泉
（
ノ
如
ク
）
涌
夷
　
上
涌
泉
可
合
之
二
）

r霜
ノ
タ
テ
露
ノ
ヌ
キ
コ
ソ
ヨ
ハ
カ
ラ
ン
　
山
ノ
ニ
シ
キ
ノ
折
ハ
カ
ツ
チ
ル
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
二
丁
オ
モ
テ

Y龍
田
川
ニ
シ
キ
ヲ
リ
カ
ク
神
無
月
　
時
雨
ノ
ア
メ
ヲ
タ
テ
ヌ
キ
ニ
シ
テ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
二
丁
オ
モ
テ

r
ヒ
ト
マ
キ
ニ
チ
〃
ノ
念
ヲ
コ
メ
タ
レ
ハ
　
人
コ
ソ
ナ
ケ
レ
コ
ヘ
ハ
ノ
コ
レ

リ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
慶
法
師
　
五
十
四
丁
オ
モ
テ

一
ツ

ノ
国
ノ
ナ
ニ
ハ
ノ
事
カ
ノ
リ
ナ
ラ
ヌ
　
ア
ソ
ヒ
タ
パ
フ
レ
マ
テ
ト
コ
ソ

キ
ケ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
八
丁
オ
モ
テ

「
ア

ヒ
ミ
テ
ノ
後
ノ
心
ニ
ク
ラ
フ
レ
ハ
　
昔
ハ
物
ヲ
〃
モ
ハ
サ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
丁

ウ
ラ

V聞
テ
コ
ソ
イ
ト
〃
マ
タ
ル
〃
時
鳥
　
初
音
計
ト
何
二
思
ケ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
丁
ウ
ラ

r時
鳥
一
声
ト
コ
ソ
思
シ
ニ
　
マ
チ
エ
テ
カ
ハ
ル
我
コ
〃
ロ
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
r
・
ウ
ラ

　
　
　
　
『
法
華
啓
運
⑨
』
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

巻
三
　
｛
序
品
第
＝

　

［
タ
ノ
モ
シ
キ
君
々
ニ
マ
ス
ヲ
リ
ニ
ア
イ
テ
　
心
ノ
色
ヲ
筆
ニ
ソ
メ
ヌ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
　
四
丁
ウ
ラ

　

［
我
宿
ノ
カ
キ
子
ヤ
春
ヲ
ツ
ケ
ツ
ラ
ン
　
夏
キ
ニ
ケ
リ
ト
見
ユ
ル
卯
ノ
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

丁
オ

モ

テ

　

r雪
ノ
内
ハ
ナ
ヘ
テ
一
二
成
ニ
ケ
リ
　
カ
レ
野
々
色
モ
タ
ノ
ム
カ
キ
，
ポ
モ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
八
丁
オ
モ
テ

　

F
ハ

レ
ク
モ
ル
カ
ケ
ヲ
都
ニ
サ
キ
タ
テ
〃
　
時
．
雨
ト
ツ
ク
ル
山
端
ノ
月
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

丁

オ
モ
テ

　

r雨
影
二
花
ノ
ス
カ
タ
ヲ
先
立
テ
〃
　
イ
ク
ヘ
コ
ヘ
キ
ヌ
ミ
子
ノ
白
弔
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
丁

オ
モ
テ

　

F太
山
路
（
み
や
ま
じ
）
ヤ
イ
ツ
ヨ
リ
秋
ノ
色
ナ
ラ
ン
　
ミ
サ
リ
シ
雲
ノ
タ

　
　

暮
ノ
空
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
丁
ウ
ラ

　

r手
ニ
ム
ス
フ
水
ニ
ヤ
ト
レ
ル
月
影
ノ
ア
ル
カ
ナ
キ
カ
ノ
世
ニ
モ
ス
ム
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之
　
十
四
丁
オ
モ
テ

　

r
ツ

子
ナ

ラ
ヌ
我
力
身
ハ
水
ノ
月
ナ
レ
ヤ
世
ニ
ス
ミ
ト
ケ
ン
皇
モ
ヲ
モ
ハ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

辮
　
十
四
丁
オ
モ
テ

　

F
風
吹
ハ
マ
ヅ
ヤ
フ
レ
ヌ
ル
草
ノ
葉
ニ
ヨ
ソ
フ
ル
カ
ラ
ニ
袖
ソ
露
ケ
キ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
四
丁
オ
モ
テ

　

r
カ
ク
ハ
カ
リ
ヘ
カ
タ
ク
ミ
ユ
ル
世
中
二
　
浦
山
敷
モ
ス
メ
ル
月
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
一
丁
ウ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
o
三



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
二
十
三
号
）

一
世
ニ
ス
ミ
テ
パ
テ
ハ
カ
ク
ル
〃
ナ
ラ
イ
ヲ
モ
　
シ
ラ
セ
カ
ヲ
ナ
ル
夜
半
ノ

月
哉
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
一
丁
ウ
ラ

「
又
ハ
ヨ
モ
ハ
子
ヲ
ナ
ラ
フ
ル
鳥
モ
ア
ラ
シ
　
ヒ
ヘ
ミ
ヌ
鷲
ノ
空
ノ
カ
ヨ
ヒ

チ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
實
　
二
十
九
丁
ウ
ラ

「
サ

ヤ

カ
ナ
ル
鷲
ノ
タ
カ
子
ノ
雲
井
ヨ
リ
　
影
ヤ
ハ
ラ
ク
ル
月
ヨ
ミ
ノ
森
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
　
二
十
九
丁
ウ
ラ

「
鷲
ノ
山
ミ
ノ
リ
ノ
庭
ニ
チ
ル
花
ヲ
　
吉
野
ノ
ミ
子
ノ
嵐
ニ
ソ
ミ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
二
十
九
丁
・
ウ
ラ

「
鷲
ノ
山
二
度
カ
ケ
ノ
ウ
ツ
リ
キ
テ
　
嵯
峨
野
ノ
空
二
有
明
ノ
月
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
　
二
十
九
丁
ウ
ラ

「
鷲
ノ
山
有
明
ノ
月
ノ
メ
ク
リ
キ
テ
　
我
立
仙
ノ
フ
モ
ト
ニ
ソ
ス
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
鎮
　
二
十
九
丁
ウ
ラ

「
世
中
ハ
ク
タ
リ
ハ
テ
ヌ
ト
云
フ
事
ヤ
　
タ
マ
ノ
！
人
ノ
マ
コ
ト
成
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
三
十
丁
オ
モ
テ

「

．
カ
ラ
国
ニ
シ
ツ
ミ
シ
人
モ
我
力
如
ク
　
三
世
マ
テ
ア
ワ
ヌ
歎
キ
ヲ
ソ
ス
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
後
　
三
十
二
丁
オ
モ
テ

「

、
山
里
ヲ
浮
世
ノ
外
ノ
宿
ソ
ト
ハ
　
ス
マ
テ
思
ヒ
シ
心
成
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
十
九
丁
ウ
ラ

r
人
ナ
ラ
ハ
マ
テ
ト
イ
ハ
マ
シ
時
鳥
　
二
声
ト
タ
ニ
ナ
カ
テ
ス
ク
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

＋
1
I
丁
オ
モ
テ

「
ク
リ
原
ヤ
ア
子
ハ
ノ
松
ノ
八
ナ
ラ
ハ
　
都
ノ
ッ
ト
ニ
イ
サ
ト
イ
ハ
マ
シ
ヲ
」

一
人

ト
カ
ク
ム
マ
レ
タ
ル
身
ノ
ウ
レ
シ
サ
ヲ

　
一
〇
四

　
　
　
　
四

十
二
丁
オ
モ
テ

イ
タ
ツ
ラ
ニ
ナ
ス
我
心
哉
」

　
　
　
　
四
十
一
、
丁
ウ
ラ

巻
四
　
「
序
品
見
聞
一
．
」

　

「
徒
二
行
キ
テ
ハ
カ
ヘ
ル
モ
ノ
ユ
ヘ
ニ
　
ミ
マ
ク
ホ
シ
サ
ニ
イ
サ
ナ
ハ
レ
ツ

　
　

ツ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁
オ
モ
テ

　

「
思

力
子
今
日
立
ソ
ム
ル
ニ
シ
キ
木
ノ
　
千
束
モ
マ
タ
テ
ア
フ
ヨ
シ
モ
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
丁
ウ
ラ

　

「
ム

ラ
ク
サ
ニ
ク
サ
ノ
ナ
ハ
モ
シ
ソ
ナ
ハ
ラ
ハ
　
ナ
ソ
シ
モ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ニ

　
　
サ

ク
ラ
ン
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
丁
オ
モ
テ

　
　

（

＊
「
廻
文
ノ
歌
ト
ー
上
下
ヨ
リ
読
ル
ル
歌
也
」
）

　

一
ウ
ツ
ス
ト
モ
曇
ア
ラ
シ
ト
タ
ノ
ミ
コ
シ
　
鏡
ノ
影
ノ
マ
ツ
〃
ラ
キ
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
｛
K
　
1
1
十
1
i
l
丁
オ
モ
テ

　

「
見
ル
タ
ヒ
ニ
鏡
ノ
影
ノ
ツ
ラ
キ
カ
ナ
　
カ
〃
ラ
サ
リ
セ
ハ
カ
〃
ラ
マ
シ
ヤ

　
　

ハ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懐
圓
±
E
師
　
・
1
；
三
丁
オ
モ
テ

　
　
　
　
　

r
極
月
晦
日
力
タ
ニ
年
ノ
老
ヌ
ル
事
ヲ
ナ
ケ
キ
テ
」

　

「
ウ
ハ
玉
ノ
我
黒
カ
ミ
ニ
年
ク
レ
テ
　
鏡
ノ
影
ニ
フ
レ
ル
白
雪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀

貫
之
　
二
十
三
丁
オ
モ
テ

　

「
行
水
ノ
花
ノ
カ
〃
ミ
ノ
カ
ケ
モ
ウ
シ
　
ア
タ
ナ
ル
色
ノ
ウ
ツ
リ
ヤ
ス
サ
ハ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
二
十
一
、
一
丁
オ
モ
テ



V梅
力
香
ヤ
マ
ツ
ウ
ツ
ル
ラ
ン
影
キ
ヨ
キ
　
玉
嶋
川
ノ
花
ノ
カ
〃
ミ
ニ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
1
1
＋
t
l
i
丁
オ
モ
テ

Y鏡
山
イ
サ
立
ヨ
リ
テ
ミ
テ
ユ
カ
ン
　
年
ヘ
ヌ
ル
身
ハ
老
ヤ
シ
ヌ
ル
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
伴
黒
主
　
二
十
三
丁
オ
モ
テ

r七
タ
ハ
ワ
レ
テ
又
ア
フ
カ
〃
ミ
カ
ト
　
秋
ノ
七
日
ノ
月
ヤ
ミ
ル
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後

宇
多
院
　
二
十
三
丁
オ
モ
テ

r
モ

〃

シ
キ
ヤ
天
照
神
ノ
マ
ス
鏡
　
君
力
御
影
ヲ
サ
ソ
マ
モ
ル
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
丁
オ
モ
テ

r
ワ
タ
ノ
ハ
ラ
ウ
カ
ヘ
ル
亀
ヲ
シ
ル
ヘ
ニ
テ
　
誰
レ
唐
ノ
文
ツ
タ
エ
ケ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
六
丁
オ

モ
テ

「
波

間
ヨ
リ
出
タ
ル
亀
ハ
萬
代
ト
　
ワ
カ
思
占
ノ
シ
ル
シ
ナ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
六
丁

オ
モ
テ

r
コ

ン
代
マ
テ
求
キ
實
ト
成
物
ハ
　
佛
ニ
ミ
カ
ク
金
ナ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
二
十
七
丁
オ
モ
テ

r世
ノ
ウ
キ
メ
ミ
ヘ
ヌ
山
路
へ
入
ラ
ン
ニ
ハ
　
思
人
コ
ソ
ホ
タ
シ
ナ
リ
ケ
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1
1
十
八
丁
オ
モ
テ

r世
ノ
中
ハ
ウ
キ
身
ニ
ソ
エ
ル
カ
ゲ
ナ
レ
ヤ
思
ヒ
捨
レ
ト
ハ
ナ
レ
サ
リ
ケ
リ
＿
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
八
丁
オ

モ

テ

r柴
ノ
庵
二
身
ヲ
ハ
心
ノ
サ
ソ
ヒ
キ
テ
　
心
ハ
身
ニ
モ
ソ
ハ
ヌ
ナ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
　
二
十
八
丁
オ
モ
テ

F朝
日
サ
ス
ヲ
サ
〃
力
上
ノ
露
ヨ
リ
モ
　
ア
ナ
タ
ノ
ミ
カ
タ
人
ノ
心
ハ
」

　
　
　
　
　
「
法
華
啓
運
紗
』
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
i
l
＋
1
1
1
丁
オ
モ
テ

「
朝
露
ハ
キ
エ
ノ
コ
リ
テ
モ
ア
リ
ヌ
ヘ
シ
誰
力
此
世
ヲ
タ
ノ
ミ
ハ
ツ
ヘ
キ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三
丁
オ
モ
テ

「
露
ヲ
ナ
ト
ア
タ
ナ
ル
物
ト
思
ピ
ケ
ン
　
我
身
モ
草
ニ
ヲ
カ
ヌ
ハ
カ
リ
ヲ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三
丁
オ

モ

テ

「
草
ノ
葉
ニ
ヲ
カ
ヌ
計
ノ
露
ノ
身
ハ
イ
ツ
ソ
ノ
カ
ス
ニ
イ
ラ
ン
ト
ス
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三
丁
オ
モ
テ

「
玉

ノ
ヲ
ノ
ナ
カ
キ
タ
メ
シ
ニ
引
人
モ
キ
ユ
レ
ハ
露
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三
丁
オ
モ
テ

　
　

ヤ

マ

イ
シ
テ
人
ヲ
ホ
イ
ナ
ク
ナ
リ
シ
年
ナ
キ
人
ヲ
野
ハ
ラ
ヤ
フ
ナ
ト

　

　

　
ニ
ヲ
イ
テ

「
ミ
ナ
人
ノ
命
ヲ
露
二
タ
ト
フ
レ
ハ
　
草
ム
ラ
コ
ト
ニ
ヲ
ケ
ル
ナ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三
丁
ウ
ラ

「
木
ノ
下
ヲ
栖
ト
ス
レ
ハ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
　
花
ミ
ル
人
二
成
ニ
ケ
ル
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
山
法
皇
　
三
十
四
丁
オ
モ
テ

r世
ノ
中
ハ
ト
テ
モ
カ
ク
テ
モ
ヲ
ナ
シ
事
宮
モ
ワ
ラ
屋
モ
ハ
テ
シ
ナ
ケ
レ
ハ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
四
丁
ウ
ラ

r今
ハ
我
レ
松
ノ
柱
ヤ
杉
ノ
庵
ニ
　
ト
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
コ
ケ
フ
カ
キ
門
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
四
丁
ウ
ラ

「
山
里
ヨ
心
ノ
ヲ
ク
ノ
浅
ク
テ
ハ
　
住
ヘ
ク
モ
ナ
キ
処
ナ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
四
丁
ウ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
二
五



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
p
t
．
　
1
・
1
十
、
．
．
号
）

　

r
カ
ク
コ
セ
ン
モ
ノ
ト
ハ
我
モ
思
ニ
キ
　
心
ノ
ウ
ラ
ソ
マ
サ
シ
カ
リ
ケ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

十
丁
オ
モ
テ

　
　

（此
躰
ノ
事
也
）

巻
五
　
「
序
品
見
聞
」
第
三
）

　

［
大
原
ヤ
ヲ
シ
ホ
ノ
山
モ
今
日
コ
ソ
ハ
　
神
代
ノ
ム
カ
シ
思
ヒ
出
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
．
J
オ
モ
テ

　

F思
ヒ
シ
ル
人
モ
ナ
キ
世
二
桜
花
　
何
ト
ア
タ
ナ
ル
色
ヲ
見
ス
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
山
院
　
三
丁
オ
モ
テ

　
l
－
色
香
ヲ
ハ
思
ヒ
モ
イ
レ
ヌ
桜
花
　
常
ナ
ラ
ヌ
世
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
ソ
ミ
ル
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
．
二
．
ー
オ
モ
テ

　

F
力
タ
リ
テ
モ
ナ
ニ
ヲ
カ
タ
マ
ノ
キ
テ
モ
ミ
ン
　
カ
ラ
ハ
ホ
ノ
ヲ
ト
成
ニ
シ

　
　
モ

ノ
ヲ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
丁
ウ
ラ

　

rア
ス

シ
ラ
ヌ
我
身
ト
思
ヘ
ト
ク
レ
ヌ
マ
ノ
今
日
ハ
人
コ
ソ
悲
シ
カ
リ
ケ
レ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
1
丁
オ
モ
テ

　

F
哀
ト
テ
タ
ノ
マ
レ
ヌ
哉
ア
ス
ハ
又
昨
日
ト
今
日
ノ
イ
ワ
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
丁
オ
モ
テ

　
　

（
紀
友
則

　
古

今
ヲ
撰
シ
ヲ
ハ
ラ
ス
シ
テ
死
タ
ル
時
読
リ
　
是
モ
今
日
ノ

　
　
　
後
二
明
日
有
ト
云
也
）

　

［
昨
日
ト
云
今
日
ト
暮
シ
テ
明
日
川
　
流
テ
ハ
ヤ
キ
月
日
ナ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
．
ー
オ
モ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⊃
六

　
　
（
是
ハ
三
世
ヲ
読
ル
也
）

　
［
ハ
カ
ナ
ク
モ
明
日
ノ
命
ヲ
タ
ノ
ム
哉
　
昨
日
モ
ス
キ
シ
心
ナ
ラ
ヒ
一
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
丁
オ
モ
テ

　
「
今
日
モ
又
命
ノ
内
二
暮
ニ
ケ
リ
　
明
日
モ
ヤ
聞
ン
入
相
ノ
鐘
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
1
丁
オ
モ
テ

　
「
桜
木
ヲ
破
テ
見
レ
ハ
花
モ
ナ
シ
　
花
ノ
種
ヲ
ハ
春
ソ
持
ヌ
ル
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
1
丁
ウ
ラ

　
「
力
タ
チ
コ
ソ
深
山
カ
ク
レ
ノ
朽
木
ナ
レ
心
ハ
花
ニ
ナ
サ
ハ
ナ
ラ
ナ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ケ
ン
ケ
イ
法
師
　
十
九
丁
ウ
ラ

｛眼

二
色
ヲ
楽
フ
過
也
｝
＠
以
下
、
三
首

　
F
山
桜
霞
ノ
マ
ヨ
リ
ホ
ノ
カ
ニ
モ
　
見
テ
モ
人
コ
ソ
恋
シ
カ
リ
ケ
ン
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
紀
）
貫
之
　
二
十
一
丁
ウ
ラ

　
F
春
霞
タ
ナ
ヒ
ク
山
ノ
桜
花
　
ミ
レ
ト
モ
ア
カ
ヌ
君
ニ
モ
ア
ル
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
紀
）
友
則
　
二
十
一
丁
ウ
ラ

「
ミ
チ
ノ
ク
ノ
ア
サ
カ
ノ
沼
ノ
花
カ
ツ
ミ
カ
ツ
ミ
ル
人
ヲ
恋
ヤ
渡
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
．
不
知
　
二
十
一
　
’
」
ウ
ラ

｛耳
二
聲
ヲ
楽
フ
過
也
｝
＠
以
下
、
五
種

T音
羽
山
音
ニ
キ
〃
ツ
〃
相
坂
ノ
　
関
ノ
コ
ナ
タ
ニ
年
ヲ
フ
ル
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
方
　
二
十
一
丁
ウ
ラ

r初
鷹
ノ
ワ
ツ
カ
ニ
聲
ヲ
キ
〃
シ
ヨ
リ
　
半
天
ニ
ノ
ミ
物
ヲ
思
フ
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

躬
恒
　
二
十
一
丁
ウ
ラ



　
F
逢
事
ハ
雲
井
ハ
ル
カ
ニ
ナ
ル
カ
ミ
ノ
　
ヲ
ト
ニ
キ
〃
ツ
〃
恋
渡
ル
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
之
　
二
十
一
丁
ウ
ラ

F
モ

ロ

コ

シ
ノ
ミ
ス
シ
ラ
ヌ
世
ノ
人
計
名
ニ
ノ
ミ
キ
〃
テ
ヤ
ミ
子
ト
ヤ
思
フ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
家
　
二
十
二
丁
オ
モ
テ

Y音
ニ
ノ
ミ
菊
ノ
白
露
ヨ
ル
ハ
ヲ
キ
テ
ヒ
ル
ハ
思
ヒ
ニ
ア
ヘ
ス
ケ
ヌ
ヘ
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
性
法
師
　
二
十
二
r
オ
モ
テ

｛鼻
二
聲
ヲ
楽
フ
過
也
｝
＠
以
下
、
七
首

F色
ヨ
リ
モ
香
コ
ソ
ア
ワ
レ
ト
ヲ
ホ
〃
ユ
レ
　
誰
袖
フ
レ
シ
宿
ノ
梅
ソ
モ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
　
二
十
二
丁
オ
モ
テ

F梅
花

タ
チ
ヨ
ル
計
ア
リ
シ
ヨ
リ
人
ノ
ト
カ
ム
ル
香
ニ
ソ
染
（
ソ
ミ
）
ヌ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
二
十
二
丁
オ
モ
テ

f散
ヌ
ト
モ
香
ヲ
タ
ニ
残
セ
梅
花
恋
シ
キ
時
ノ
思
出
ニ
セ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古

今
　
読
人
不
知
　
二
十
二
r
オ
モ
テ

r
ア

リ
シ
夜
ノ
袖
ノ
ウ
ツ
リ
香
絶
パ
テ
〃
　
又
逢
マ
テ
ノ
形
見
タ
ニ
ナ
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1
1
十
1
1
丁
オ
モ
テ

　
F
春
ノ
夜
ノ
闇
ハ
ア
ヤ
ナ
シ
梅
花
　
色
コ
ソ
ミ
へ
子
香
ヤ
ハ
カ
ク
ル
〃
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

躬
恒
　
二
十
二
丁
オ
モ
テ

　
F
梅
花
誰
袖
フ
レ
シ
ニ
ホ
ヒ
ソ
ト
　
春
ヤ
ム
カ
シ
ノ
月
ニ
ト
ハ
〃
ヤ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
二
丁
オ
モ
テ

　
r
五
月
マ
ツ
花
橘
ノ
香
ヲ
カ
ケ
ハ
　
昔
ノ
人
ノ
袖
ノ
香
ソ
ス
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
　
二
十
二
丁
オ
モ
テ

　
　
　
　
　
＝
．
法
華
啓
運
紗
』
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

　
［
－
世
ノ
ウ
キ
メ
ミ
ヘ
ヌ
山
路
へ
入
ン
ニ
ハ
思
フ
人
コ
ソ
ホ
タ
シ
ナ
リ
ケ
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
九
丁
オ
モ
テ

｛疏
　
悪
声
路
二
盈
ト
云
事
｝
＠
以
．
ト
に
七
首

　
「
ミ
チ
ノ
ク
ニ
ア
リ
ト
云
ナ
ル
名
取
川
ナ
キ
名
ト
リ
テ
ハ
ク
ル
シ
カ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
九
丁
ウ
ラ

　
r
ア
ヤ
ナ
ク
テ
マ
タ
キ
ナ
キ
名
ノ
立
田
川
　
ワ
タ
ラ
テ
ヤ
マ
ン
モ
ノ
ナ
ラ
ナ

　

ク
ニ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
九
丁
ウ
ラ

　
「
人
ハ
イ
サ
我
ハ
ナ
キ
名
ノ
ヲ
シ
ケ
レ
ハ
昔
モ
今
モ
シ
ラ
ヌ
ト
ソ
イ
ワ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
九
了
ウ
ラ

　
r
コ
リ
ス
マ
ニ
又
モ
ナ
キ
名
ハ
タ
チ
ヌ
ヘ
シ
人
ニ
ク
カ
ラ
ヌ
世
ニ
シ
ス
マ

　

ヘ

ハ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
卜
九
丁
ウ
ラ

　
r
シ
ル
ト
イ
ヘ
ハ
枕
タ
ニ
セ
テ
子
シ
モ
ノ
ヲ
チ
リ
ナ
ラ
ヌ
名
ノ
空
二
立
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
十
九
丁
ウ
ラ

　
F
吹
風
ノ
下
ノ
塵
ニ
モ
ア
ラ
ナ
ク
ニ
　
サ
モ
タ
チ
ヤ
ス
キ
我
ナ
キ
名
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1
1
＋
九
丁
ウ
ラ

　
「
無
名
ソ
ト
人
ニ
ハ
イ
ヒ
テ
ア
リ
ヌ
ヘ
シ
心
ノ
ト
ハ
〃
イ
カ
〃
コ
タ
ヘ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
撰
　
二
十
九
丁
ウ
ラ

　
r
我
心
カ
ク
サ
ハ
ヤ
ト
ハ
思
ヘ
ト
モ
　
皆
人
モ
シ
ル
ミ
ナ
誰
モ
ミ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
三
丁
ウ
ラ

　
r
夏
フ
カ
キ
桜
力
下
ノ
水
セ
キ
テ
　
心
ノ
ホ
ト
ヲ
風
ニ
ミ
ヘ
ヌ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慈
鎮
　
三
十
三
丁
ウ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
七



　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
三
十
三
号
｝

［
奥
山
ニ
タ
テ
ラ
マ
シ
カ
ハ
ナ
キ
サ
コ
ク
舟
木
モ
今
ハ
モ
ミ
チ
シ
テ
マ
シ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
遺
　
四
十
七
丁
ウ
ラ

「
ウ
レ
シ
サ
ノ
涙
モ
更
ニ
ト
〃
マ
ラ
ス
　
ナ
カ
キ
憂
世
ノ
関
ノ
出
ト
テ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
五
十
三
丁
ウ
ラ

「
イ
サ
キ
ヨ
ク
ミ
カ
ク
心
モ
ク
モ
ラ
子
ハ
玉
シ
ク
四
方
ノ
サ
カ
ヒ
ト
ソ
ミ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
五
十
四
丁
オ
モ
テ

「
ア

キ

ラ
ケ
キ
朝
日
ノ
カ
ケ
ニ
ア
タ
コ
山
　
雪
モ
沐
モ
キ
ヘ
ソ
ク
タ
ク
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十

四
丁
ウ
ラ

「
ス

ミ
マ
サ
ル
池
ノ
心
ニ
ア
ラ
ハ
レ
テ
　
金
ノ
岸
二
浪
ソ
ヨ
セ
ク
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
六
丁
ウ
ラ

r大
空
ノ
法
ノ
雲
地
ニ
ス
ム
月
ノ
　
カ
キ
リ
モ
シ
ラ
ヌ
光
ト
ソ
ミ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
六
十
丁
オ
モ
テ

r彼
岸
二
此
度
（
タ
ビ
）
渡
セ
法
ノ
船
　
生
レ
テ
死
ヌ
ル
古
郷
ノ
川
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
六
十
丁
ウ
ラ

r文
殊
ヲ
ハ
三
世
ノ
佛
ノ
母
ト
キ
ク
　
我
モ
子
ナ
レ
ハ
智
コ
ソ
ホ
シ
ケ
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
⊥
ハ
丁
ウ
ラ

「
唐
国
ヤ
言
ノ
葉
風
ノ
吹
ク
レ
ハ
　
ヨ
セ
テ
ソ
カ
ヘ
ル
和
歌
ノ
浦
浪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
七

丁
ウ
ラ

F秋
ノ
夜
ノ
千
夜
ヲ
一
夜
ニ
ナ
ス
ラ
ヘ
テ
ハ
　
千
夜
シ
子
ハ
ヤ
ア
ク
時
ノ
ア

ラ
ン
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
九
丁
オ
モ
テ

［
ウ
ラ
ム
ナ
ヨ
月
ト
花
ト
ヲ
詠
メ
テ
モ
　
ヲ
シ
ム
心
ヲ
思
ス
テ
〃
キ
」

F
ウ
キ
モ
尚
ヲ
昔
ノ
故
ト
思
ハ
ス
ハ

　
　
　
　
一
〇
八

　
　
　
　
後
京
極
　
七
十
丁
オ
モ
テ

イ
カ
ニ
此
世
ヲ
恨
パ
テ
マ
シ
」

　
　
　
　
　
　

七
卜
九
丁
ウ
ラ

巻
六
　
「
序
品
見
聞
」
第
四

　

r止
メ
ア
ヘ
ス
ム
ヘ
モ
ト
モ
ト
ハ
イ
ワ
レ
ケ
リ
　
シ
カ
モ
ツ
レ
ナ
ク
過
齢

　

　
（
ス
ク
ル
ヨ
ハ
イ
）
カ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
オ
モ
テ

｛神
道
ニ
ハ
天
照
大
神
ハ
日
天
ニ
テ
御
座
ト
云
也
｝
　
の
も
と
以
下
の
三
首

　

F我
国
ハ
ア
マ
テ
ル
神
ノ
ス
ヘ
ナ
レ
ハ
日
ノ
本
ト
シ
モ
云
ニ
ソ
ア
リ
ケ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
二
丁
オ
モ
テ

　

「
ク
モ
リ
ナ
キ
星
ノ
光
ヲ
ア
フ
キ
テ
モ
ア
ヤ
マ
タ
ヌ
身
ヲ
ナ
ヲ
ソ
ウ
タ
カ
タ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
二
丁
オ
モ
テ

　

r月
モ
星
モ
サ
ヤ
カ
ニ
テ
ラ
ス
カ
イ
モ
ナ
ク
此
世
ノ
人
ノ
ウ
ワ
ノ
ソ
ラ
コ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

丁
オ
モ
テ

　

Fサ
ヤ
カ
ナ
ル
鷲
ノ
高
根
ノ
雲
井
ヨ
リ
　
影
ヤ
ハ
ラ
ク
ル
月
ヨ
ミ
ノ
森
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
　
二
丁
オ
モ
テ

　

r白
妙
ノ
天
ノ
羽
衣
ツ
ラ
子
キ
テ
　
乙
女
待
ト
ル
雲
ノ
カ
ヨ
イ
チ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
十
六
丁
オ
モ
テ

　

r
ク
チ
ヲ
シ
ヤ
雲
井
カ
ク
レ
ニ
ス
ム
龍
モ
オ
モ
フ
人
ニ
ハ
ミ
ヘ
ケ
ル
モ
ノ
ヲ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卜
七
丁
オ
モ
テ

　

F笛
竹
ノ
フ
シ
ミ
ノ
里
ハ
名
ノ
ミ
シ
テ
イ
ツ
レ
ノ
世
ニ
カ
子
ヲ
タ
モ
ツ
ヘ
キ
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
二
十
一
丁
オ
モ
テ

　

F明
ヌ
ル
カ
竹
ノ
ハ
カ
セ
ノ
フ
シ
ナ
カ
ラ
マ
ツ
此
ノ
君
ノ
千
代
ソ
キ
コ
ユ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
二
十
二
丁
ウ
ラ

　

r山
フ
カ
ミ
ナ
ケ
キ
コ
ル
ヲ
ノ
ヲ
ノ
レ
ノ
ミ
ク
ル
シ
ク
マ
ト
フ
恋
ノ
道
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
二
十
二
丁
ウ
ラ

　
　

（
キ
コ
ル
ヲ
ノ
ト
ア
レ
ハ
男
ニ
モ
ナ
リ
斧
ニ
モ
ナ
ル
也

　
　
　
山
フ
カ
ミ
ハ
木
コ
ル
処
也
又
末
ニ
マ
ト
フ
ト
云
ハ
ン
為
也
）

｛昇
沈
事
｝
＠
以
下
、
三
首

　

Y水
ノ
上
ニ
イ
カ
テ
カ
鴛
ノ
浮
フ
ラ
ン
ク
カ
ニ
タ
ニ
コ
ソ
身
ハ
沈
ミ
ヌ
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
　
四
十
九
丁
オ

モ
テ

　

r
ウ
キ
シ
ツ
ミ
コ
ン
世
ニ
サ
テ
モ
イ
カ
ニ
ソ
ト
　
心
ニ
ト
イ
テ
コ
タ
ヘ
カ
子

　
　
タ
ル
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
京
極
　
四
十
九
丁
オ
モ
テ

　

r朝
ナ
キ
ノ
舟
チ
ニ
タ
ニ
モ
ワ
ス
ル
ハ
ヤ
　
ク
カ
ニ
シ
ツ
メ
ル
秋
ノ
心
ヲ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
　
四
十
九
丁
ウ
ラ

　

F十
廻
ノ
花
サ
ク
松
モ
ク
チ
ニ
ケ
リ
　
朝
カ
ホ
ノ
ミ
ヤ
ハ
カ
ナ
カ
ル
ヘ
キ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
五
十
三
丁
ウ
ラ

　

［
ウ
ケ
カ
タ
キ
人
ノ
姿
ニ
ウ
カ
ヒ
出
テ
　
コ
リ
ス
ヤ
誰
モ
又
シ
ツ
ム
ヘ
キ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十

四
丁
オ
モ
テ

巻
七
　
「
序
品
見
聞
」
　
別
序
上

｛東
是
方
始
事
｝

　
　
　
　
　
　
『
法
華
啓
運
紗
』
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

　

r道
ト
ヲ
ク
ナ
ニ
尋
ヌ
ラ
ン
山
桜
　
思
ヘ
ハ
法
ノ
花
ナ
ラ
ナ
ク
ニ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
　
二
十
四
丁
オ
モ
テ

　

「
チ
リ
マ
カ
フ
花
ノ
ニ
ヲ
イ
ヲ
前
タ
テ
〃
　
光
ヲ
法
ノ
ム
シ
ロ
ニ
ソ
シ
ク
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
　
二
十
五
丁
ウ
ラ

　

r花
ノ
カ
ヲ
ツ
ラ
ヌ
ル
袖
二
吹
シ
メ
テ
サ
ト
レ
ハ
風
ノ
チ
ラ
ヌ
ナ
リ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
二
十
五
丁
ウ
ラ

　

［
心

ヲ
ソ
ワ
リ
ナ
キ
物
ト
思
ヒ
ヌ
ル
　
ミ
ル
物
カ
ラ
ヤ
恋
シ
カ
ル
ヘ
キ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
　
一
．
一
十
1
I
丁
ウ
ラ

　

「
此

ノ
世
ニ
ハ
ミ
ル
ヘ
ク
モ
ア
ラ
ヌ
光
哉
月
モ
佛
ノ
チ
カ
ヒ
ナ
ラ
ス
ハ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
　
三
十
三
丁
ウ
ラ

東
「
ク
ル
カ
タ
ヲ
西
ト
聞
ケ
ト
モ
ケ
サ
ノ
日
ノ
出
ル
ヨ
リ
コ
ソ
秋
ハ
立
ケ
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

vl

十
六
丁
オ
モ
テ

　

「
月
モ
日
モ
先
ツ
出
ソ
ム
ル
方
ナ
レ
ハ
ア
サ
タ
フ
人
ノ
ウ
チ
ナ
カ
メ
ツ
〃
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
三
十
六
丁
オ
モ
テ

　
　

（
是
ハ
東
西
南
北
ヲ
題
ニ
テ
ヨ
メ
ル
歌
也
）

　

F春
霞
ア
ツ
マ
ヨ
リ
コ
ソ
立
ニ
ケ
レ
　
浅
間
ノ
タ
ケ
ハ
雪
ケ
ナ
カ
ラ
ニ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
三
十
六
丁
オ
モ
テ

　

「
ト
ヲ
ル
ヘ
キ
道
ハ
サ
ス
カ
ニ
有
ル
物
ヲ
シ
ラ
ハ
ヤ
ト
タ
ニ
人
ノ
ヲ
モ
ハ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
七
丁
オ
モ
テ

｛厭
離
穣
土
ヲ
題
ニ
テ
｝
＠
以
下
、
四
首

　

「
濁

リ
エ
ニ
ナ
ヲ
シ
モ
シ
ツ
ム
ア
シ
ノ
子
ノ
イ
ト
フ
フ
シ
ノ
ミ
シ
ケ
キ
比
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
九



　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
一
．
一
十
・
i
’
E
l
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
、
J
ウ
ラ

　
r
世
ノ
中
ヲ
イ
ト
フ
マ
テ
コ
ソ
カ
タ
カ
ラ
メ
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
ヲ
ヲ
シ
ム
君
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
．
ー
ウ
ラ

　
一
世
ヲ
厭
ヒ
木
ノ
モ
ト
コ
ト
ニ
立
ヨ
リ
テ
ウ
ツ
フ
シ
ソ
メ
ノ
ア
サ
ノ
キ
ヌ
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
丁
ウ
ラ

　
「
雲
モ
ナ
ク
ナ
キ
タ
ル
ア
サ
ノ
空
ナ
レ
ヤ
　
イ
ト
ハ
レ
テ
ノ
ミ
世
ヲ
ス
ク
ス

　

ラ
ン
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
丁
ウ
ラ

　
　
（
花
ニ
ハ
風
ヲ
厭
ヒ
　
月
ニ
ハ
雲
ヲ
厭
フ
也
　
成
仏
ノ
初
門
ニ
ハ
先
ツ
老

　
　

病
死
ヲ
厭
フ
也
　
江
ロ
ノ
遊
女
ノ
君
ノ
返
歌
二
）

　
「
世
ヲ
イ
ト
フ
人
ト
シ
キ
ケ
ハ
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
ニ
　
・
心
ト
ム
ナ
ト
思
フ
ハ
カ

　

リ
ソ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
丁
ウ
ラ

　
　
（
法
華
経
ノ
信
心
ニ
ハ
誘
法
ヲ
厭
フ
ヘ
キ
也
）

｛天
竺

二

暑
熱
ノ
時
キ
人
多
ク
蓋
ヲ
持
ツ
　
皆
花
ヲ
以
テ
之
ヲ
飾
レ
リ
　
諸
経

二
花
蓋
ト
云
是
レ
也
｝

　
［
’
青
柳
ヲ
カ
タ
イ
ト
ヨ
リ
テ
鶯
ノ
　
縫
フ
テ
フ
笠
ハ
梅
ノ
花
笠
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
馬
楽
ノ
歌
也
　
五
十
五
丁
ウ
ラ

｛伊
勢
物
語
云
　
昔
シ
ヲ
ト
コ
梅
壼
ヨ
リ
雨
ニ
ヌ
レ
テ
人
ノ
マ
カ
リ
出
ヲ
ミ
テ
N

　

＠
以
下
に
三
首

「
鶯
ノ
花
ヲ
ヌ
フ
テ
フ
笠
モ
カ
ナ
　
ヌ
ル
メ
ル
人
ニ
キ
セ
テ
カ
ヘ
サ
ン
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
五

丁
ウ
ラ

「
鶯
ノ
花
ヲ
ヌ
フ
テ
フ
笠
ハ
イ
ナ
　
ヲ
モ
ヒ
ヲ
ツ
ケ
ヨ
ホ
シ
テ
カ
ヘ
サ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
l
i
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
、
五
、
」
ウ
ラ

　

「
鶯

ノ
カ
サ
ニ
ヌ
フ
テ
フ
梅
ノ
花
　
ヲ
リ
テ
カ
ザ
シ
老
カ
ク
ル
ヤ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五

卜
五
丁
ウ
ラ

　

「
ヨ

フ
コ
ト
リ
ウ
キ
世
ノ
人
ヲ
サ
ソ
ヒ
テ
ヨ
　
入
於
深
山
思
惟
佛
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
京
極
　
六
十
一
丁
オ
モ
テ

　

「
世
ヲ
捨
テ
山
二
入
ル
人
山
ニ
テ
モ
　
尚
ヲ
ウ
キ
時
ハ
イ
ロ
チ
行
ラ
ン
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
一
丁
オ
モ
テ

巻
八
　
「
序
品
見
聞
」
別
序
下

　
「
、
夜
蹄
ス
ト
タ
〃
モ
リ
タ
テ
ヨ
末
ノ
世
二
　
清
ク
サ
カ
フ
ル
事
モ
コ
ソ
ア
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
l
丁
ウ
ラ

｛義
云
　
貧
欲
ノ
故
二
散
心
モ
起
ル
故
二
　
此
如
ク
釈
也
云
々
　
已
ヒ
｝

　

r
春
日
野
ノ
若
紫
ノ
ス
リ
衣
　
シ
ノ
フ
ノ
ミ
タ
レ
カ
キ
リ
シ
ラ
レ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
丁
ウ
ラ

　

「
ミ
チ
ノ
ク
ノ
シ
ノ
ブ
モ
チ
摺
誰
ユ
ヘ
ニ
乱
レ
ソ
メ
ニ
シ
我
ナ
ラ
ナ
ク
ニ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
丁

ウ
ラ

　

r
ア

ハ

レ
テ
フ
事
タ
ニ
ナ
ク
ハ
ナ
ニ
ヲ
カ
ハ
恋
ノ
乱
レ
ノ
ツ
カ
レ
ヲ
ニ
セ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
丁

ウ
ラ

　

「
カ
リ
コ
モ
ノ
ヲ
モ
ヒ
ミ
タ
レ
テ
ワ
レ
コ
フ
ト
　
イ
モ
シ
ル
ラ
メ
ヤ
人
シ
ツ

　
　

ケ
ス
ハ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
l
丁
ウ
ラ

　
　

（
p
m
K
愛
ノ
心
ア
レ
ハ
必
ス
其
ノ
心
乱
ル
〃
物
ナ
レ
ハ
乱
ヲ
除
ハ
貧
蓋
ヲ
劫



　
　
サ
ル
ト
ハ
尤
云
ハ
レ
タ
リ
）

rサ
リ
ト
モ
ト
光
リ
ハ
残
ル
世
也
ケ
リ
　
空
行
月
ノ
法
ノ
燈
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

後
⊥
尿
極
　
二
十
二
丁
ウ
ラ

　
F
ヲ
ソ
ク
ト
ク
ヲ
ノ
カ
サ
マ
く
咲
花
モ
　
ヒ
ト
ツ
ニ
葉
ノ
野
辺
ノ
若
草
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
二
十
八
丁
ウ
ラ

F春
雨
ノ
ア
マ
子
キ
御
代
ヲ
タ
ノ
ム
カ
ナ
　
霜
二
枯
行
若
葉
モ
ラ
ス
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
1
　
1
十
八
丁
ウ
ラ

　
　
（
返
返
　
成
仏
ノ
種
子
ニ
ハ
聞
法
信
心
ノ
雨
ノ
潤
力
肝
要
也
）

｛今
マ
謂
ク
　
且
ク
如
ク
世
人
ノ
苦
シ
キ
時
ハ
　
則
チ
短
ヲ
以
テ
長
為
　
楽
ノ

時
ハ
則
チ
長
以
短
ト
為
ル
　
此
亦
夕
情
謂
ノ
之
長
短
也
　
有
人
ノ
云
ク
　
仏

法

ノ
食
ヲ
受
ク
ル
ニ
葵
ニ
シ
テ
未
ダ
飽
キ
ザ
ル
ガ
故
ナ
リ
ト
　
此
ノ
喩
梢
通

セ

リ
｝
＠
以
下
に
二
首

　
F
冬
ノ
日
ヲ
春
ヨ
リ
長
ク
ナ
ス
物
ハ
　
恋
ツ
〃
暮
ス
心
地
也
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
丁
オ
モ
テ

　
r
時
鳥
ナ
ク
ヤ
五
月
ノ
短
夜
モ
　
濁
リ
シ
ヌ
レ
ハ
ア
カ
シ
兼
ツ
〃
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
丁
オ
モ
テ

｛苦
シ
ム
時
ハ
則
短
ヲ
以
テ
長
ト
為
ル
ノ
意
也
｝
＠
以
下
に
二
首

　
F
過
果
ヌ
イ
ツ
ラ
長
月
名
ノ
ミ
シ
テ
　
短
カ
リ
ケ
ル
秋
ノ
程
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
条
院
高
倉
　
五
十
丁
オ
モ
テ

r長
シ
ト
モ
思
ヒ
ソ
果
ヌ
昔
ヨ
リ
　
逢
人
カ
ラ
ノ
秋
ノ
夜
ナ
レ
ハ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
丁
オ
モ
テ

　
　
　
　
　
『
法
華
啓
運
㊤
」
覚
え
書
き
（
渡
邊
）

r雲
ノ
上
ニ
ナ
ル
ヤ
ツ
〃
ミ
ノ
瀧
ノ
水
自
カ
ラ
法
ノ
聲
キ
コ
ユ
ナ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
月
　
六
十
丁
オ
モ
テ

　
「
音
二
聞
ツ
〃
ミ
ノ
瀧
ヲ
ウ
チ
ミ
レ
ハ
　
只
山
川
ノ
ナ
ル
ニ
ソ
有
ケ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
丁
オ
モ
テ

｛下
和
（
べ
ん
か
）
楚
山
ノ
下
二
叩
犬
ス
　
三
旦
二
夜
泣
キ
尽
シ
テ
之
ヲ
継
ク
ニ

血

ヲ
以
テ
ス
云
々
｝
＠
以
ド
に
、
’
1
首

F血
ノ
涙
ヲ
チ
テ
ソ
瀧
津
白
川
ハ
　
君
力
世
マ
テ
ノ
名
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

十
1
丁
オ
モ
テ

　
「
白
露
ト
見
ヘ
シ
涙
モ
年
フ
レ
ハ
　
唐
紅
ニ
ウ
ツ
ロ
ヒ
ニ
ケ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
1
丁
オ
モ
テ

｛弘
四

云

…
　
止
五
二
　
名
利
ヲ
以
テ
毒
ト
為
ス
云
云
｝
＠
以
F
に
三
首

　
r
花
ニ
ア
カ
ヌ
歎
キ
ハ
イ
ツ
モ
セ
シ
カ
ト
モ
今
日
ノ
今
夜
二
似
ル
時
ハ
ナ
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十

二
丁
オ
モ
テ

　
r
ア
カ
ナ
ク
ニ
マ
タ
キ
モ
月
ノ
カ
ク
ル
〃
力
　
山
ノ
端
ニ
ケ
テ
イ
ラ
ス
モ
ア

　

ラ
ナ
シ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
二
丁
ウ
ラ

　
F
秋
ノ
夜
ノ
千
夜
ヲ
一
夜
ニ
ナ
ス
ラ
ヘ
テ
八
千
夜
モ
寝
ハ
ヤ
ア
ク
時
ノ
有
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
1
I
丁
ウ
ラ

　
［
渡
ス
ヘ
キ
数
モ
カ
キ
ラ
ヌ
橋
柱
　
イ
カ
ニ
立
テ
ケ
ル
誓
ヒ
成
ラ
ン
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
　
七
十
二
丁
ウ
ラ

｛
…
霊
山
ノ
会
上
ノ
諸
人
　
掌
ヲ
合
セ
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
之
ヲ
待
テ
聞
ケ
ト
誠
テ

渇
慕
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
也
｝
＠
右
に
つ
い
て
二
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
〔
第
三
十
三
号
）

　

［
－
サ
キ
ヤ
ラ
ヌ
日
数
ナ
カ
ラ
モ
此
花
ハ
　
マ
ツ
ニ
ナ
ク
サ
ム
山
桜
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
’
i
i
’
丁
ウ
ラ

　

「
春
ヲ
待
花
ノ
匂
モ
鳥
ノ
音
モ
　
シ
ハ
シ
コ
モ
レ
ル
山
ノ
ヲ
ク
カ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
京
極
　
七
十
三
丁
ウ
ラ

　
　

　
（
妙
法
蓮
華
ノ
匂
モ
梵
音
雷
震
ノ
音
モ
此
ノ
品
ノ
時
ハ
シ
ハ
シ
コ
モ
レ
ル

　
　
　

也
云
々
）

　

r
ク
ラ
カ
リ
シ
雲
ハ
サ
ナ
カ
ラ
晴
尽
テ
　
又
上
モ
ナ
ク
ス
メ
ル
空
哉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
四
丁
オ
モ
テ

〈
付
言
〉

へL⑤ ④　③ 「7　r

出
来
る
だ
け
原
文
の
復
元
を
試
み
た
．
．

従
っ
て
、
も
と
も
と
の
歌
集
と
の
表
現
の
違
い
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
く

ま
で
『
法
華
啓
運
抄
』
所
引
の
表
現
を
尊
重
し
た
。

一
ζ
」
（
踊
字
）
は
、
印
刷
の
都
合
上
、
「
〃
」
と
表
現
し
た
。

し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
「
子
」
は
、
読
音
と
し
て
は
「
ネ
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
原
文
の
用
語
を
尊
重
し
た
。

参
考
の
た
め
、
＠
を
付
す
な
ど
し
て
、
和
歌
所
引
に
前
後
す
る
関
連
の
表
示
を
摘

記
し
た
。


